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【はじめに】 

「里山」とは人が生活のために利用することで植生が成立してきた森林である（武内ら

2001）。里山の管理放棄により生じる問題は広く認識されつつあるが、里山の植生は兵庫

県下でも様々であり、一様な管理手法は確立が困難である。本研究は大学 2、3 年生の演習

（実践農学）を兼ねて実施しており、過去 3 年間で篠山市内の 4 地区（集落）の調査を進

め、各地域の植生の特徴や、集落ごとの管理履歴の違いについて把握した（隅田 2016）。

これらの地区ではナラ枯れ被害の増加や、シカ食害による林床の裸地化が見られるが、森

林所有者の農家や集落では森林管理に不慣れで、危機感が薄いという現状がある。本年度

は都市圏の放置里山の管理を再開し、有形（薪など）・無形（観光など）の資源としての利

用方法を探ることを目的に、調査により里山の現状を把握し、地元食材を利用した会食で

学生と地元の交流を図ることにより居住者の意向を把握し、管理のための提案を行うこと

とした。森林資源を広義にとらえて、イベントコンテンツに関して、実現性を検討し、神

戸市など都市部住民と里山をつなぐ提案を行う。  

実践農学とは神戸大学の演習科目の 1 つである。私たちは森づくりグループに所属して

おり、当該地域にとって、里山林をどう維持するのが望ましいか、継続的実施が可能なシ

ステム作りに学生がどう関われるか考えることを目的としている。実践農学は 3 回の演習

と 1 回の成果発表で構成されている。本年度は下唐櫃地区（神戸市）および大野地区（篠

山市）において調査を行い、篠山市で発表を行った（表 1）。  

表 1．2016 年度実践農学の実施概要。  

実施日 実施場所 実施目的 実施内容

・森林の毎木調査の方法を覚える

・広葉樹二次林の樹種を識別できるようになる

・資源利用を前提とした基礎データを得る

・異なる地域の里山林の樹種構成や資源量を比較する

・管理放棄された里山林の現状と今後の方針を考察する

・木材利用に関する考察をする

第3回
2017/1/8-9

宿泊演習
篠山市大野地区

神戸市北区有野町
下唐櫃地区

毎木調査を行い（5/28）、得られたデータを解釈

（6/5）した。地元のお祭り（早苗振）に参加さ

せていただき、また地元の方々との議論や、昼食
で交流を深めた。

プロによるナラ枯れ被害木の伐採を見学した。
1/21の発表会にむけて今年度演習のまとめと地元

への提案の検討をした。

第1回 2016/5/28, 6/5

午前は他の実践農学グループやESD履修生に向け

パワーポイントを用いたプレゼンを行った。午後
は地元の方々も参加し、ポスター発表を行った。

成果発表 2017/1/21
ハートピアセンター

（篠山市）
・1年間の成果を発表する

1月の演習時の伐採予定地で伐採前の状況を把握

した。カシノナガキクイムシ穿入木の枯死率調査
や穿入状況の把握した。宿泊先の龍蔵寺本堂の建
築材について学習し，建立のための伐採林分を見
学した。地元イベントに参加し、交流した。

篠山市大野地区
2016/10/29-30

宿泊演習
第2回

・ナラ枯れ被害の現状を知る
・里山林の植生と資源量を把握する
・木材の使用実例を知る



【学生による里山管理の提案-篠山市－】 

篠山市の里山管理に関しての提案は履修学

生により、1/21 の成果発表において行った（表

1、図 1）。履修生全員で話合い、プレゼンを作

製し本番に臨んだ。反省点は各々あったよう

だが、初めは山を歩くことすら必死だった学

生が地元の方々に向け問題提起をし、自分た

ちなりの解決策を提案するまでに成長した。

本報告では発表に用いたポスターを添付す

る。  

 

【学生による里山管理の提案-下唐櫃地区－】 

■ 背景 

篠山市における事例は、履修学生らにより

既に報告されたため、本報告では下唐櫃にお

ける提案を行う。  

下唐櫃地区は神戸市北区に位置し旧唐櫃村

から見ると非常に長い歴史を持った地区であ

る（下唐櫃まちづくり協議会 2011）。しかし

宅地開発や区画整理により農村の形態が失わ

れつつある。下唐櫃は共有林（里山および人

工林）を有するが、生活様式の変化や林業の低迷により、森林の形態は変化しつつある。

この問題に対し兵庫県立大学経済学部の三俣ゼミナールの方々は社会学的なアプローチを

継続的に行い、地元の方々とのつながりを深めている（柴田 2015、川添 2016）。しかし生

態学的な視点からは現状が把握されていないため、本研究では下唐櫃の植生を把握したう

えで新たな提案を行うことを目的とする。また本研究では人工林ではなく、里山に焦点を

当てた。  

 

■ 調査概要 

調査地 ：兵庫県神戸市北区有野町唐櫃下唐櫃地区  

調査日 ：2016 年 5 月 28 日  

調査内容：TA が指導を行いながら、毎木調査を行った。  

①  3～4 人で 1 組のグループを 4 つ作り、測定係や記録係など分担した。  

②  10 m×10 m のプロット（方形区）を 3 か所設定した（写真 1a～c）。  

③  毎木調査：調査区内に出現した樹木で胸高（樹高 1.3 m）以上の個体の根元にナンバ

ーテープを打ち、胸高の直径を測定した。株立ちの樹木は根元の１箇所にナンバーを

付け、全株の太さを測定した。  

図 1．2016 年度実践農学における発表ポス

ター。2017/01/21 に篠山市内で発表。  



④  下層植生の調査：林床（胸高以下）に出現した樹木の種類を全て記録した。ナンバー

付けと太さの計測は行わなかった。  

⑤  名前がわからない植物は、枝葉を採取し、高木で採取できない場合は、写真撮影と落

ち葉を採取し調査後に図鑑で調べた。  

⑥  立木状況や資源量の解析を行った（資源量は森林総合研究所発行の冊子に基づいた）。 

地元交流：地元の神社（山王神社）のお祭り（早苗振）に参加し地元の文化に触れ、その

後里山内での調査に基づく意見交換を行い（写真 1d）、地元の山菜などを用いたお昼を

共にした。  

 

■ 調査結果 

調査プロット A 

大径の木はコナラ 1 本のみであり、小径の木にはクロモジ・コバノミツバツツジが多か

った（図 2a）。本プロットは尾根部に位置しており、アカマツの枯死木が多く見られたこ

と、アカマツ林の下層植生として見られるコバノミツバツツジが比較的多かったことから、

マツ枯れ被害林分であると考えた。プロット内の資源量（幹の材積合計）は 1.1 m3/100m2

程度と非常に少なかった。  

調査プロット B 

プロット A より下方で斜面中腹に当たるプロット B では、A よりもコナラの本数が多

く、資源量は 3.2 m3/100m2 程度と推定された（図 2b）。構成樹種はプロット A よりもヒ

サカキやヤブツバキなどの常緑中低木が目立つ傾向があった。  

写真 1．下唐櫃の各調査プロット（a～c）および地元の方との意見交換の様子（d）。a～ c は

それぞれ調査プロット A～C を示す。  

a b 

c d 



調査プロット C 

林道沿いにある急な斜面の下部にあるプロットである。資源量は 3.6 m3/100m2 と推察

され 3 プロットの中で最も多かったが、個体数は最も少なかった（図 2c）。特に小径の樹

木が少なかったことから、今後の実生更新に影響があると考えた。大径の樹木にはアカシ

デが多かった。  

 

■ 考察 

これら 3 つのプロットは、同じ下唐櫃の里山林の中であっても植生が異なっていた。下

唐櫃ではかつてマツタケが多く採れていたことからも（下唐櫃まちづくり協議会 2011）、

プロット A・B はかつてよく利用されていたアカマツ林であったと考えた。また森林内に

は少なくとも 3 つの炭窯跡があることから薪炭林としての利用頻度も高かったことがうか

がえた（写真 2）。材積量はプロット A では非常に少なく、資源利用は見込めないと考えた

（図 2）。プロット B・C は A と比較して多いが、プロット B はコナラがほとんどであり、

現在増加しているナラ枯れの影響により今後減少することが予測された。プロット C では

図 2．各調査プロットにおける胸高直径（a-c）および材積量（d）。  



アカシデの材積量が多いが、斜面が急であり素人による

伐採管理は困難であると考えた。そのため薪などの燃料

やキノコ栽培のほだ木などといった木質資源としての

利用は望めないと考えた。  

 

■ 提案 

下唐櫃の里山林はマツ枯れ後の年数が浅く、木質資源

（バイオマス）としては量が少ない傾向があった。そこ

で「有形」の資源利用を考えるよりはまず、グリーンツ

アーのように、森林資源の「無形」の利用を進めること

が、森林の持続的な管理に繋がる可能性があるのではな

いかと考えた。地元の方々の意向として、伐りたい、利

用したい、という想いがあることは承知しているが、地

元の担い手が高齢化しているなど力仕事の継続化には

若い人手を惹きつける必要がある。下唐櫃には川沿いに

ウツギなど花の美しい樹種や、株立ちしたアカガシの巨

木（写真 3）、炭焼き窯の跡（写真 2）、「鬼ヶ島」という

地名など目を引くものが多くあり、散策に適していると

考えた。しかし、マナーの悪い行為や山でのルールを知

らない人が森林を荒らさないような仕組みを作る必要

がある。地元の意向を損なわず、かつ人に下唐櫃の魅力

を伝えられるようなコーディネーターを養成する必要

がある。  

篠山市における調査では多くの地域で大径化した樹

木を伐採・利用する必要があるということを考えてきて

いたが、下唐櫃においては篠山市に関してこれまで行ってきた議論が当てはまらないこと

が示せた。このことから里山の管理には地域ごとに異なるアプローチをすべきであるとい

うことが導き出せる。このことは神戸市内の森林にも同様に当てはまることであると言え

る。  

 

【おわりに】 

下唐櫃では現在は地元の祭りが継続するなど、伝統的な文化が守られているが、森林の

管理だけでなく、文化を継承していくことも重要であると考えられた。履修学生が森林に

対して感じたこととして、森林や樹木に対しての視点が変わったこと、自分自身や森林所

有者に知識が足りないこと、課題解決型の授業だが森林は規模が大きく自分たちの実習の

意義が理解されにくいことなどがあった。これらの感想は、一般的な森林管理者が抱える

問題と類似していると感じた。里山の所有者が正しい知識を身に着け、また里山の管理の

写真 2．下唐櫃の里山内にある炭

窯跡  

写真 3．下唐櫃の里山内にあるア

カガシの巨木。  



成果はすぐには現れず、地道な工程が必要であるということを、地元の人々や行政がしっ

かりと理解する必要があると考えた。  
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